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第 54 回 全国学校保健・学校医大会

　第１分科会に参加して

12.  性の多様性(LGBTQ)に関する授業実践の取り

組み　　　　　　　　　　秋田県　成田まい氏

発表されたなかで　いくつかを紹介します。

 1.  姿勢保持・協調運動障害により座ることはでき

ても座り続けられない、立って靴が履けない、

姿勢が安定せず字がうまく書けない子どもに混

合型仮想現実：プロジェクションマッピングを

使用したゲーム「トレキング」を使用し、バラ

ンス、片足立ち時間の改善がみられた。

 2.  保育所、幼稚園、小学校等へ訪問。自閉症、知

的発達症、脳性麻痺、ADHD等の子どもたちに

発達特性の理解や関わり方、授業参加方法、給

食の食べ方指導、興奮時の落ち着かせ方、コミュ

ニケーション指導、授業中の姿勢保持のための

座椅子や道具、文具を紹介。

 3.  幼児から小学校へ移行することに支障を抱える

児童に対処するため「幼保小の架け橋プログラ

ム」乳児・幼児の成長や健康について学ぶ研修

会を保育所（園）、園医を対象に、感染症、重

大事故、発達心理、スキンケアなどをテーマに

グループワーク形式が役立った。

 7.  学校健診精度を保つため脱衣を必要とするが、

様々な理由で衣服の脱衣に配慮を要する生徒が

増え、保護者の考え方も多様化している。大阪

府教育庁と連携し適正な健診を検討。

　  その一環として内科健診スライド動画を作成。

QRコード（P ２に掲載）から視聴してください。

健診時の不適切事例、盗撮事案について大阪府警

から教育庁へ提案あり、情報共有を行っている。

 1.  発達性協調運動障害への対応としてのトレーニ

ング機器の開発　　　　　埼玉県　平岩幹男氏

 2.  小児科クリニックでの児童発達支援の実際：と

くに公立小学校への訪問支援について

　　　　　　　　　　　　　　兵庫県　野間大路氏

 3.   保育・幼児教育関係者との連携を考える―大阪

府医師会の取組み― 　　　 大阪府　木野 稔氏

 4.  学校児童生徒の小児慢性疾患に関する学校医・

教職員アンケート調査～病気を抱えた子ども達

のために学校医が学校で出来ること～

　　　　　　　　　　　　神奈川県　佐々木明徳氏

 5.  医療的ケア児が複数在籍する学校における看護

師配置数算定の試案～児童発達支援・放課後等

デイサービスにおける医療的ケアスコアの利用～

　広島県　森 美喜夫氏

 6.  東京都における学校医の現状・問題点と将来へ

の展望　　　　　　　　東京都　弘瀬知江子氏

 7.  学校健診の理解を深めるための教育委員会及び

学校との連携

　　学校内科健診―大阪府医師会の取組み

　大阪府　森口久子氏

 8.  徳島県医師会における学校保健委員会活動につ

いて　　　　　　　　　　徳島県　田山正伸氏

 9.  中学校女子の内科健診　播磨町・加古川市の取

り組み　　　　　　　　　兵庫県　中山慎一氏

10.  東京都立高等学校における産婦人科学校医制度

につて　　　　　　　　　東京都　長岡美樹氏

11.  当院における虹外来開設後の学校との連携につ

いて　　　　　　　　　　秋田県　高橋まや氏



― 2 ―

 9.  令和４年から肌を覆う面積の小さい下着をつ

けて健診を受けてよいこととした。（背面は見

える下着）小４から中３までの14076人中9763

人（69％）のアンケート結果。①下着をつけな

い内科健診をどう感じたか。とくに何も感じな

かった：22％、すこし嫌だった：40％、すごく

嫌だった：29％、健診の日学校に行きたくなかっ

た：８％。②下着をつけてよくなりどう感じた

か。とてもうれしかった：19％、健診を受けや

すくなった：49％、特に感じない：30％、下着

をつけない健診でもよい：0.5％。女子への質問。

今後内科健診で希望すること。同じ性別の医師

がうれしい：84％、下着の種類を増やしてほし

い：54％、待ち時間他の子に見られないように

してほしい：43％。男子への質問。同じ性別の

医師がうれしい：31％、上半身の下着をつけて

よい：18％、待ち時間他の子に見られないよう

にしてほしい：27％、特にない59％。播磨町の

２つの中学は令和５年から２名女性医師を採用

し、女子健診担当。加古川市の12の中学で11名

男性医師だが、令和６年から女性医師が女子健

診担当するよう進める。

10.  令和４年　都立高校等での「生涯の健康に関す

る理解推進及び相談体制の整備事業」により東

京都庁から東京産婦人科医会への委託事業とし

て、年間を通じて保健指導、健康相談、健康教

育を行う。都庁は設置希望校を選定し医会に提

示。学校の特徴、立地を考え適任者を人選。初

年度10校、本年５校設置、来年５校設置予定。

186校ありマンパワー問題あり。

11.  ２から４歳の子どもは性差を理解し始め、性ホ

ルモンの分泌とともに自分のジェンダーや性器

いじりなど性的行動を探求。正常な発達だが、

行動を叱責すると性は汚いものと認識。「虹外

来」という性に関する外来を開設したが受診に

はハードルがあり、医療から学校現場へ性の多

様性情報提供、職員研修を行い、学校環境のな

かで性の多様性の需要度の促進や周囲の理解を

深める活動を実施している。

12.  LGBTQ当事者数は増加傾向にあり、2020年日

本の人口の8.9％で11人に１人の割合、血液型の

AB型出現率と同じ。クラスに２～３人いる可

能性があるが、接したことがないと回答した教

員は約80％。学童期にカミングアウト（自分の

性的指向や性自認を他者に打ち明けること）の

ハードルは高い。LGBTQの理解促進のため医

療と学校の連携は大事で、LGBTQ授業実践の

ため「多様な性への理解促進（にじいろあきた

推進事業）」紹介：WEB参照可
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令和 5 年度　第 54 回全国学校保健・学校医大会　in 兵庫　

第 2 分科会　からだ・こころ（2）報告

太秦小学校医　　井　本　雅　美

 1.  市内の学校感染症発症状況報告からの小中学

校、幼稚園、保育園でのCOVID-19の罹患率の

検討　　　　　　　　　神奈川県　市川　正孝

 2.  新型コロナワクチン小児接種に対する学校医の

アンケート調査について　　山梨県　窪田 良彦

 3.  COVID-19と子どもたち－わかってきたこと、

考える未来―　　　　　　　東京都　川上 一恵

 4.  子宮頸がんにならないために～ HPVワクチン

の接種を考えてみよう～　　　兵庫県　山口 聡

 5.  兵庫県内各自治体における学校心臓検診・腎臓

健診システムの検討　　　　兵庫県　松浦 伸郎

 6.  神戸市での腎臓検診の取組み

兵庫県　松岡 弘高

 7.  学校心臓検診での精密検診紹介者の受診結果の

解析　　　　　　　　　　　東京都　泉田 直巳

 8.  心臓中隔欠損症（ASD）の抽出率や診断時の心

電図所見　　　　　　　　　神奈川県　堺 浩之

 9.  小児科医に知って欲しい、子どもの視力検査の

大切さ　　　　　　　　　　岩手県　鈴木 武敏

10.  小児のやせへの対応～学校医ができること～

兵庫県　笠井 弘也

11.  中学時代の不登校経験は、高校での自殺未遂率

と関係がある＊　　　　　　三重県　梅本 正和

12.  学校における誤食やアナフィラキシー事例に基

づいた食物アレルギー対策

奈良県　南部 光彦

　　　（＊抄録集の演題名と一部変更）

　前半３題はCOVID-19関連の発表でした。

　演題１では神奈川県伊勢原市の小中学校、幼稚園、

保育園におけるCOVID-19罹患率を検討され、小学

生以下の年代では概ね半数程度、中学生では３割程

度の罹患率、その差はワクチン接種率の差による可

能性、というまとめでした（調査は2022年１月から

2023年３月まで）。

　演題２では、山梨県内公立小学校166校、255名の

学校医に対して、５歳から11歳までのワクチン接種

について ①接種を積極的におこなうべきか ②学校

での保護者への説明会等を行えるか ③説明会が可

能な場合マニュアルや資料は必要か、についてアン

ケートをとったところ（回答率44％）、約0.6パーセ

ントの学校医は５歳から11歳までのワクチン接種に

否定的という結果であり、接種のメリット、デメ

リットについて不安視している学校医に対して、医

師会から信頼できる情報を随時学校医に発信するこ

とが重要と発表されました。

　演題３は東京都医師会学校精神保健検討委員会の

報告で、2021年の大会での報告後、2021年10月から

2023年３月まで、オミクロン株の出現で子どもたち

の流行が広がりワクチン接種が始まった時期におけ

る、地域医療（小児科外来）、学校生活（学校医、

養護教諭、スクールカウンセラー）、精神科診療、

行政機関それぞれの立場から子どもたちの様子を記

述し、その後の課題について考察を加えられました。

その具体的な内容については東京都医師会のホーム

ページ内、学校保健関係資料に掲載されています。
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眼科学校医会理事　　嶋　元　孝　純

　第５分科会では10題の発表があった。演題名と研

究発表者を以下に示す。

［座長］　兵庫県眼科医会会長　古川清実

　　　　兵庫県医師会理事　　相馬葉子

 1    はぐくもう！ こどもの視力 「こどもの目の日」

記念日制定　　　　　　　京都府　柏井真理子

 2   非眼科医の視力検査は安全なのか

　　　　　　　　　　　　　　　岩手県　鈴木武敏

 3    視力受診勧奨者の屈折等に関する調査（続報）

屈折に関する調査（続報）  　大阪府　宮浦　徹

 4  近見視力低下により学習障害を来たした１例

　兵庫県　平竹純一朗

 5  子どもたちのオルソケラトロジーのレンズケア　

神奈川県　宇津見義一

 6    いわゆる屈折矯正手術術後の視機能を評価する

数理的理解と実践的方法　神奈川県　鈴木高遠

 7   神奈川県における３歳児健康診査での屈折検査機

器の導入状況３歳児健診での屈折検査機器導入

　神奈川県　飯野直樹

 8   江戸川区立小中学校におけるカラーユニバーサ

ルデザイン化の現状と問題点 東京都　田中 寧

 9  学校現場の重症鈍的眼打撲　愛知県　戸塚伸吉

10   Hibワクチン・肺炎球菌ワクチン接種時代の細

菌性結膜炎　　　　　　　神奈川県　坂本則敏

　視力や屈折に関する発表が多かった。京都府から

柏井真理子先生が『はぐくもう! こどもの視力「こ

どもの目の日」記念日制定』を発表された。人生

100年時代を迎え一生涯の眼の健康を保つことがま

すます重要である。乳児から視覚の発達が始まり、

就学時頃にはほぼ大人と同じぐらいに成長する。視

力の成長を阻害する要因があると視力の成長が停止

する。子どもは0.3程度の視力があれば不自由なく

生活しているので保護者や周囲の者も弱視には気づ

きにくい。視力が成長できる感受性時期にしっかり

と視力を発達させないと「弱視」となり眼鏡やコン

タクトレンズを使用しても矯正することができず生

涯のハンディとなってしまう。弱視には 1. 屈折弱

視 2. 不同視弱視 3. 斜視弱視 4. 視性遮断弱視があ

る。いずれも網膜への適切な視性刺激不足によるも

のである。50人に１人と言われている弱視である

が、特に数が多い 1. 屈折弱視と 2. 不同視弱視は、

３歳児健診で発見することが非常に重要で、３歳児

から治療を開始すれば改善する。弱視のリスクファ

クターである屈折異常を検査するため平成 27年に

屈折検査機器「フォトスクリーナー」が上市され、

コンパクトで検査手技も容易でスクリーニング機器

として有効であるため、３歳児健診での活用が注目

されてきた。今まで３歳児健診で実施されていた視

力検査に加え、屈折検査を導入することで弱視発見

率が高くなるとの報告が各地から相次いだ。そこで

日本眼科医会では「３歳児健診における視覚検査マ

ニュアル ―屈折検査の導入に向けて―」を作成、

全国1741の市区町村に送付し「弱視について」そし

て「３歳児健診における屈折検査」の重要性を周知

した。また厚生労働省や関係団体に「３歳児健診に

おける弱視発見の屈折検査の有用性」を訴え「屈

折検査導入」を粘り強く働きた結果、令和４年度よ

り自治体での屈折検査機器購入時に国から半額補助 

されることになった。その結果、令和５年度に全

国の３歳児健診での屈折検査導入が85%を超えてい

る。また令和４年度の厚労省研究会における自治体

向けの３歳児健診の手引きや啓発リーフレットの作

成には日本眼科医会からも協力した。さらに令和５

年度作成の母子手帳には３歳児健診の項目に「屈折

検査実施の有無」が記載された。日本眼科医会でも

啓発ポスターを作成し全自治体に発送を予定してい

第 54 回全国学校保健・学校医大会　in 兵庫　

第５分科会「眼科」報告
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る。また残念ながら３歳児健診で見逃

された弱視は、幼稚園・保育所等での

視力検査でも検出可能で、今後の整備

が課題である。また視環境の急速な変

化も伴い、小学校低学年以前にも近視

傾向にある子どもが増加している。文

部科学省の統計においても裸眼視力1.0

未満の子どもが増えている。GIGAス

クール構想で学校の学習時にも一人１

台端末時代となって近視化を助長させ

る可能性が危惧されているが、本会で

は「ギガっこ・デジたん！」をはじめ

とする啓発資料を文科省の協力のもと

作成、社会への発信に努めている。こ

のたび本会と日本眼科学会では６月10

日を「こどもの目の日」と制定し、弱

視早期発見の大切さや近視進行予防推

進を通し社会全体で子どもの眼の健康

を守っていけるような啓発を開始した

ことを報告する。
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出席者　        杉本会長、井本・山内副会長、安野専務理

事、大久保・中嶋・西村各常任理事、嶋元

眼科学校医会理事、松波耳鼻咽喉科専門医

会理事、林議長、長村・東道監事

会長挨拶

＜報告事項＞

１．色覚相談　11 ／７　１名

２．精神衛生研究会　11 ／９

３．「令和５年度京都市学校保健会表彰式」並びに

　　「第57回京都市学校保健研究発表会」

　　11 ／ 18　於：京都市総合教育センター　

　　井本・安野・長村、西村・山口先生（受賞者）

４． 三種混合ワクチンについて

５． インフルエンザ・コロナウイルス等による学級

閉鎖等について

６．学校医の手引きについて

７．西賀茂中学校の藤岡達雄先生が年度末でご辞任

８．第73回京都市学校薬剤師会懇親会

  　４/ ６　時間未定　於：ザ・サウザンド京都

９．その他

＜協議事項＞

１． 学級閉鎖等の基準について　

２．改訂版登園届について

３．複数配置・産業医等について　

４．その他

 ＜関連学会・各種協議＞

１．色覚相談　12 ／ 19　２名　待機者なし

２．ツベルクリン反応検査（いずれも14時～）

　　接種　12 ／４、判定　12 ／６

　　　於：京都市総合教育センター　山内、杉本

　　接種　12 ／ 11、判定　12 ／ 13

　　　於：京都市総合教育センター　長村

３．精神衛生研究会　12 ／ 14　14：00 ～

４．京都府歯科医師会・令和６年新年互礼会

　　１／ 10　13：00 ～ 14：30

　　京都府歯科医師会　口腔保健センター　杉本

５．第８回常任理事会兼新年会　１／ 13

　　17：00 ～　於：ホテルモントレ京都

６．その他

第 ７ 回　 常任理事会

令和５年12月２日　於　事務局

学校医会事務局の年末年始休業期間を下記の通りとさせていただきます。

　１２月２８日（木）～１月３日（水）　（４日から通常業務）


